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意外と力がいるのです

コンポストの中身をかき混ぜたり、満タンになったとき引き上げたりするには、腕力も必要ですから

世話をする人の体格や体力に合うものを選ぶことも長続きのコツです。

非力な人が設置型コンポストで土づくりをするときは注意が必要です。

たくさん処理したい方・混ぜるのは大変！

という方は堆肥枠を検討してみては

どうでしょうか？

「あぜ板」を活用し堆肥枠を自作された

モニターさんもいました。

各家庭で生ごみの内容や量は千差万別ですが、一日３００ｇ程度の生ごみを出している家庭では
年間の合計が１００㎏以上になる計算です。

あなたの家庭では、どのくらいの生ごみが出ますか？ 

モニター事業で採用した

　　　　　　処理機のサイズ

自然界のしくみを応用した処理方法なので設置環境や

分解消滅させたい生ごみ量に応じたサイズを

考慮する必要があります
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四日市市で行ってきた研究調査では、

初心者が、年間 100～1５0 ㎏程度の

生ごみをキエーロで安全安心に分解する場合

必要な土量は１６０リットル前後が適切と見込

んでいます。

キエーロ
設置型コンポストには、いろいろなタイプ

いろいろな大きさがあります。

コンポストの容量も１００ℓ程度のものから

３００ℓ以上のものもあります。家族の人数

やごみの量に合わせて選びましょう。

コンポスト
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組合せて使えばさらに快適
・   ・   ・

キエーロの土は増えません

ごみ袋の無駄使いに

サヨナラです

コンポストは土が作れます

両処理機は

地面と繋がってます

得意分野を発揮してお互いがサポートし合う関係に

ハイブリッド式

・刈り取った草花　ｏｋ

・抜いた雑草　　　ｏｋ

・落ち葉　　　　　ｏｋ

・切り花、仏花　　ｏｋ

・葉野菜、根野菜　ｏｋ

庭ごみ中心なら

ニオイや虫の心配なし

庭ごみ
得意分野

コンポスト

・天ぷら油　　　ｏｋ

・ラーメンの汁　ｏｋ

・魚のアラ　　　ｏｋ

・カビたもの　　ｏｋ

・腐ったもの　　ｏｋ

生ごみの水切り不要

初心者でも扱いやすい

生ごみ
得意分野

キエーロ


